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令和６年度第 1 回柏市保健衛生審議会母子保健部会会議録  

 

１  開催日時  

  令和６年８月 ８日（木）午後３時～午後４時 ４５ 分  

 

２  開催場所  

  ウェルネス柏 ４階研修室  

 

３  出席者  

 (1) 委員  

   足立委員， 菊池委員，北川委員， 佐藤委員，杉山委員， 南波

委員，林委員， 村上委員，吉田 委員，渡邊委員  

 (2) 関係課等  

  （健康医療部 ）高橋健康医療部長，浅野健康増進課長，  

  （こども部） 渡会子育て支援課長， 野戸こども相談センター所

長，前田保育運営課長， 丸山 こども発達センター所長  

  （福祉部）後藤 障害福祉課長  

  （教育委員会 学校教育部）原学校教育部次長兼学校教育課長  

  （事務局）星地域保健課長， 林 同副参事，林同専門監， 坂本同

専 門 監 ，磯 村 同 副 主 幹 ， 藤田 同 副 主 幹 ， 廣 田同 副 主 幹 ， 鹿 野

同 副 主 幹， 瀬 戸 山 同 副 主 幹， 三 原 同 主 査 ， 伊藤 同 主 査 ， 中 沢

同 主 査 ，池 畑 同 主 査 ， 長 利同 主 事 ， 小 松 同 主事 ， 黒 川 同 主 事

補  

 

４  次第  

 (1）開会  

 (2) 挨拶  

 (3) 委員及び事務局紹介  

 (4) 部会長・副部会長の選任  

  (5) 令和６年度柏市保健衛生審議会について  

 (6) 柏市母子保健計画の推進について  

 (7) 柏市母子保健事業の取り組みについて  

 (8) 柏市母子保健 計画の最終評価について  
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５  内容  

 (1) 開会  

  ・会議成立  

   委員１４人中 １０名の出席にて，会議の成立を報告。  

   （窪谷委員 ，小松﨑委員，武田 委員，萩原委員 は欠席）  

 (2) 挨拶  

 (3) 委員及び事務局紹介  

 (4) 部会長・副部会長の選任  

   佐藤委員が部会長に， 南波委員 が副部会長に選出された 。  

 

６  意見交換・質疑  

 (1) 令和６年度柏市保健衛生審議会について  

   【資料３：令和 ６年度柏市保健衛生審議会について（報告）】

【資 料４ ： 令和 ６ 年度 柏市 保 健衛 生 審議 会資 料 （抜 粋 ）】 に 基

づき，事務局から説明。  

  質疑応答  

  なし。  

 

 (2) 柏市母子保健 計画の推進について  

   【資料５：柏市母子保健計画の推進について】【資料６：柏

市母 子保 健 計画 指 標推 移】 【 資料 ７ ：柏 市母 子 保健 計 画進 捗 状

況】 に基 づ き， 事 務局 から 説 明。 そ の際 に出 さ れた 主 な意 見 や

質疑は次のとおり。  

  質疑応答  

 （菊池委員）資料 ５のスライド７ にある「要支援ケース フォロー

の割 合 」 が 目標 達 成 し てい る こと は 素晴 らし い 。他 の 指標 推 移

も％ で算 出 して い るも のも あ るが ， 要支 援ケ ー スは ％ では な く

フォ ロー 件 数を 出 すと 最終 評 価し や すい ので は ない か と思 う 。

年度 をま た ぐフ ォ ロー ケー ス もあ る と の こと だ が， 件 数が 出 せ

るとそのあたりもわかりやすくなるのではないかと思う。  

 （佐藤委員）資料６ にある指標推移 の実績もほとんどが 件数では

なく％になっている。  

 （菊池委員）アンケート についても， 何人に行った ものかを知り



3 

 

たい 。平 成 ２７ 年 度と 令和 ７ 年度 と 比べ た時 に アン ケ ート の 母

数が わか らな い と 割合 が 変 わっ て も デー タと して は 弱 いと 思う 。

割合だけだと母数が 変っている ことがわからない。  

 （林委員）資料５の スライド４にある 産後ケアの内容と周知につ

いて ， 令和 ６ 年度 から 施 設 や 利 用方 法の 拡 充・ WEB で の問 い 合

わせ も可 能 とな っ たと ある が ， ど の くら いの 問 い合 わ せが あ る

のか ， 思 い や 願 い を伝 える こ と が 難 しい 人 も 多 いと 思 うが ， こ

の方法が申請し やすいのかどうか教えてほしい。  

 （事務局）産後ケアの 問い合わせフォーム は，二次元コードで読

み取 る よ う にな っ てい る。 令 和６ 年 ４月 は ， 毎 日問 い 合わ せ フ

ォー ムに 申 込が 入 る 状 況で ， 申請 も 増加 傾向 。 昨年 度 は２ ５ ０

件弱 の申 請 で あ っ たが ， 今 年は 現 時 点で １０ ０件 を 超 えて おり ，

利便 性は 向 上し て いる と思 う 。支 援 が必 要な 人 には ， 妊娠 届 出

時か らフ ォ ロー を 開始 し， 産 後ケ ア も案 内し 利 用に つ なげ て い

る。  

 （佐藤委員）産後ケアは必要な人が利用できたかどうかが大切だ

と思う。その辺の実績も出せると良い。そのあたりはどうか 。  

 （事務局）昨年度から伴走型 相談 支援が開始となり， 経済的支援

と共 に伴 走 型相 談 支援 とし て 面談 の 機会 も増 え てい る 。妊 娠 当

初か ら の フ ォロ ー はも ちろ ん だが ， 妊娠 ８か 月 時に 行 う ア ン ケ

ート で ， 夫 が 育 休 を取 れな く なっ た り， 産後 に サポ ー ト し て く

れる 予定 の 人 が 怪 我を した な どで ， 産後 ケア を 申請 す る人 も い

る。 必要 な 人が 利 用で きた か どう か や， 事業 の 拡充 が 効果 的 で

あったか等は，今後評価していきたい。  

 （足立委員）実際に産後ケア 事業 に携わっている。市民の皆 様の

関心 が 高 く， 多 く 問い 合わ せ が あ る こと はあ りが た い 。 た だし ，

産後 ケア に は， 市 とし て の 利 用 条 件 があ り ， 希 望し た 全て の 人

が利 用で き るわ け では ない 。 委員 の 皆さ んに も あら た めて 利 用

条件を伝えて ほしい。  

 （事務局）国の ガイドラインの見直しがあり，国の 方針として，

産後 ケア が 必要 な 人に 提供 で きる よ う に 方針 が 出さ れ てい る 。

現時 点で ， 柏市 で は， 家族 等 から 家 事育 児の 支 援が 受 けら れ な

い方 ， 心 身 の不 調 が強 い， 育 児不 安 があ る方 が 利用 条 件と な っ
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ている。  

 （足立委員）家族等から支援が受けられないというのは ，本人の

訴え で 申 請 で き る のか 。 近 く に住 ん でい ても 親 子関 係 が難 し い

状況もある。 質的なところもあり， 本人の申し出でよいのか。  

 （事務局）父の育休が終わっ てからの利用 など，一定の条件を設

けて いる 。 親 等 が いて も 頼 れ なか っ たり ，心 身 不調 が あっ た り

など 色々 な 状況 を 考慮 して 産 後ケ ア の必 要な 方 を 利 用 につ な げ

ている。  

 （足立委員）夫がいて育児が上手くいく とは限らない 。父母共に

疲弊 して し まう 状 況も ある 。 夫婦 ２ 人で も支 援 が受 け られ る 体

制を検討してもらいたい。  

 （菊池委員）今の意見はとても参考にな った。一方で ，自助・共

助・ 公助 と ある 中 で， 公的 な サー ビ スだ けが 充 実し て いく 取 り

組み では な く， 自 助， 共助 の 取り 組 みも 必要 。 柏市 全 体で 母 子

保健 の 気 運 を あ げ てい く必 要 があ る 。 公 的な サ ービ ス だけ を 充

実さ せる こと で ， 父母 の子 育て の 気 運が あが ると い う のは 問題 。

財源 にも 限 りが あ る 。 思春 期 や両 親 学級 から 気 運を 高 めら れ る

とよ い。 保 育園 や 色々 な と こ ろで 行 って いる 共 助の 取 り組 み も

評価できると よい。  

 （事務局）産後ケア事業の サービス の充実と合わせて ，親子で動

ける よう に 啓発 で きる とよ い 。ま た ，地 域が 子 育て 世 代 を 支 え

られ るよ う な共 助 の形 があ る と よ い 。住 民が で きる こ と， 関 係

団体 がで き るこ と ，行 政が で きる こ とが あり ， お互 い の 役 割 を

考えながら， 取り組んでいきたい。  

 （佐藤委員）資料５のスライド９に，柏市民健康づくり 推進員の

方々 が， 母 と子 の つど いを 実 施し て おり ，参 加 者も 増 加し て い

ると ある 。 推進 員 とし て， 取 り組 み 状況 や 日 頃 感じ て いる こ と

など紹介して いただきたい。  

 （村上委員）コロナ 禍では，母と子のつどいを 中止していた。 母

と子 のつ ど いが 再 開し ，参 加 者が 増 えて きた 現 状が あ る。 柏 中

央地 域 を 担当 し て いる が ， 他の 地 域 と比 べて 参加 者 が 一番 多い 。

母と 子 の つ どい の 開催 回数 は 地域 に より 違う が ，柏 中 央地 域 で

は毎 月実 施し 年 間 １２ 回 に なる 。 会 場が 柏 駅 から 近 い こと から ，
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柏中 央地 域 だけ で なく 他 の 地 域か ら も 参 加者 が 来る 。 また ， 父

親の 参加 も 増え て いる 。マ マ の支 援 も 大 切だ が ，パ パ もど の よ

うに ママ を 支援 し たら いい か など 悩 みが ある 。 積極 的 に 育 児 に

関わっているパパ への支援も必要であると思う。  

 

 (3) 柏市母子保健 事業の取り組み について  

   【資料８：柏市母子保健 事業の取り組みについて 】に基づき，

事 務 局 か ら 説 明 。 加 え て 【 資 料 ８ （ 追 加 ） ： こ ど も 相 談 セ ン タ

ー 】 に 基 づ き ， こ ど も 相 談 セ ン タ ー か ら 説 明 。 そ の 際 に 出 さ れ

た主な意見や質疑は次の とおり。  

  質疑応答  

 （足立委員）資料８（追加）の 予期しない妊娠・困難を抱えてい

る人 への サ ポー ト につ いて ， 一時 施 設は 必要 な こと だ と思 う 。

実際 ，そ の よう な 人た ちを ど のよ う に 早 くピ ッ クア ッ プし て い

くか 。 妊 娠 届 出 さ え出 さず に 飛び 込 み出 産 に な った り ，ト ラ ブ

ルが 起き て から 初 めて 把握 し たり し て， その 時 には か なり 心 身

不調 が 悪 化 して い る状 況で は ない か と思 う 。 予 期し な い妊 娠 は

おそ らく １ ０代 の 学生 に多 い ので は ない かと 思 う。 学 校の 先 生

にも 相談 す る こ と はハ ード ル があ る 。 常 に相 談 でき る 窓口 を 開

設し てほ し い。 こ こに 行け ば 自分 の 体の こと な ど を 相 談で き て

理解 して く れて 寄 り添 って く れる と ころ があ る と よ い 。そ し て

子ど もた ち に も 情 報提 供し て いく こ とが 大切 。 子ど も ・子 育 て

支援 複 合施 設 （ TeToTe）が 開設 され たと あ り， 楽 しみ にし て い

る。 子ど も たち が 責め られ ず に相 談 でき る場 所 ・居 場 所づ く り

を，ぜひ検討してほしい。  

 （こども相談センター ）支援が必要な人と いかにつながるかが重

要で，例えば SNS を活用した相談 など，受託業者には 民間なら

では の強 み を 提 案 して もら え たら と 考え てお り ，行 政 とし て も

求め てい きた い 。 引き 続き ，効 果 的 な ア プロ ーチ を 検 討し たい 。  

 （菊池委員）子どもオンブズマン，子どもの 声を聴 く，子どもの

権利 とい うと こ ろ の取 り組 みを 確 認 して 事業 選定 を す ると よい 。

予期 しな い 妊娠 も 含め てだ が ， 自 分 が虐 待さ れ てい る かも し れ

ない と か 自 分は 権 利を 侵害 さ れて い るん じゃ な いか と 子ど も が
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気づ けて 駆 け付 け られ る場 所 を作 れ るか どう か が重 要 。重 点 目

標にもあったと思うので評価 指標にも表れてくると よい。  

 （こども相談センター ）新しくできる（仮称）柏市子ども・若者

総合 支援 セ ンタ ー では ，一 時 保護 や 若者 への 支 援も し てい く た

め， アプ ロ ーチ 方 法， 支援 方 法に つ いて は ， 関 係団 体 等 の 意 見

も聴きながら 行っていきたい。  

 （佐藤委員）こども家庭センターとして位置づけられる予定の こ

ども 相談 セ ンタ ー は ， 母子 保 健と 児 童福 祉の 一 体的 な 相談 体 制

が大 事だ と いう こ とで 進め て いる と 思う 。母 子 健康 手 帳を 受 け

取り に来 な い人 も 一定 数 い る が， 出 産し てか ら では 遅 いの で は

ない か。 妊 娠期 か らの 支援 と して ， 保健 師 が 妊 娠届 出 時の 面 談

で特 定妊 婦 の把 握 から 支援 に つな げ てい ると 思 う。 妊 娠届 出 や

健診を担当する課 は別になると思う が，連動しているのか。  

 （こども相談センター ）妊娠届出の受理，健診 等の母子保健事業

は引 き続 き 地域 保 健課 が担 当 。相 談 ・健 診な ど の中 で 支援 が 必

要な人たちは 早期に連携して支援 していく。  

 （林委員）行政 は縦割りではなく，つながってほしいと思 う。当

園は ， 子ど も ・子 育て 支 援複 合 施設 （ TeToTe） 内に あ る 送 迎 ス

テー ショ ン 事業 に 加わ って い る。 同 建物 内の 一 時保 育 の人 と も

話を した が ， 担 当 部署 がそ れ ぞれ に 異な るた め 情報 共 有で き て

おら ず ， つ なが る とい うよ り は 別 々 に始 まる 印 象が あ る。 当 園

には ，地 域 子育 て 支援 セン タ ー も あ り妊 婦か ら 利用 で きる が ，

妊婦 の利 用 はな い 。 先 日， 妊 婦へ の 支援 につ い て， 助 産師 と 話

す機 会が あ った 。 保育 士 と し て ， 妊 婦に 対し ， 子ど も が 成 長 し

てか らの 入 園の 話 やリ スク の ある 児 の話 をし た いと 思 った が ，

助産 師よ り ， 妊 婦 はま ずは 無 事に 出 産す るこ と が第 一 で ， そ の

先の こと は 考え ら れな いか も しれ な い と 伺っ た 。助 産 師の 話 を

聞い て考 え 方が 変 わり よい 機 会と な った 。子 ど もた ち の 居 場 所

の確 保 が と ても 大 事だ と思 う 。保 育 園で もボ ラ ンテ ィ ア（ 小 ４

～１ ８歳 ほ ど） が 夏休 み に 多 く 来 て いる 。 学 校 の話 や 何で も な

い話 を気 軽 にた く さん でき て いた 。 気軽 に話 せ る居 場 所づ く り

を今 後も し てい き たい 。 行 政 だけ で なく ， 園 と して も 一緒 に 手

を取り合ってできたらと思う。  
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 （杉山委員）助産師と連携した話があり素晴らしいと思った。 柏

市認 定こ ど も園 協 議会 では 問 題点 を 話し 合う こ とが 多 いが ， 良

かっ たこ と も話 し 共有 して い きた い と感 じた 。 仕事 を して い る

と視野が狭くなることがあり，視野を広くして いきたい。  

 （渡邊委員）子育て については，学校の 家庭科や保健で 学習して

いる はず だ が， ま だ身 近な 課 題で な い た めし っ かり 聞 いて い な

いこ とが 多 い。 小 中高 で ， 特 別 授 業 を行 うか ， また は 家庭 科 や

保健 体育 等 の授 業 を利 用し て ，そ の 年代 に合 わ せて 子 育て に つ

いて 具体 的 に伝 え るこ とが 大 切。 食 育で は， 大 人は 一 食抜 い て

も何 とか 暮 らせ る けど ，子 ど もは そ うは いか な いこ と 。生 ま れ

た子 ども た ちを 育 てる とは ど うい う こと か。 小 学生 に は， 「 み

んな もこ う やっ て 大き くな っ てき た よね 」と 伝 えて ， 中高 生 な

どの これ から 父 母 にな る可 能性 が 高 い子 には ，「 家 庭 は２ 人で 」

とか「いろんな人に助けてもらいながら 」など伝えるとよい。  

   また，学校以外の色々な場所 を見て子育てを知る 機会を設け

たり ，外 部 の人 か ら話 を聞 く など か ら， つな が り を 持 てる こ と

が大 事。 学 校教 育 の中 で は ， 特に 高 校受 験 や 大 学受 験 など も あ

り， 子育 て など の 授業 は ど う して も 大事 にさ れ ない こ とが 多 い

が， 人と し て重 要 な こ とな の で各 学 校で 取り 組 みが 少 しで も あ

れば よい と 思う 。 教育 委 員 会 にも 働 きか けた ら いい の では と 思

う。  

 （事務局）食べることは生活につながっている。乳幼児期だけで

なく 学齢 期 ，青 年 期 へ とつ な がっ て いる 。思 春 期保 健 では ， 学

校と 連携 し なが ら 心と 体の 健 康づ く りを して い る。 今 後ど の よ

うな形で連携 していけるか相談しながら 進めていきたい。  

 

 (4) 柏市母子保健計画の最終評価について  

   【 資 料 ９ ： 柏 市 母 子 保 健 計 画 の 最 終 評 価 に つ い て 】 【 資 料

10：柏市 母 子保 健 計画 に関 す る調 査 票（ 案） に つい て 】に 基 づ

き， 事務 局 から 説 明。 その 際 に出 さ れた 主な 意 見や 質 疑は 次 の

とおり。  

  質疑応答  

 （杉山委員）資料１０－１ の問２９・３１ に，（＊お母さんのみ
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お答 えく だ さい ） と い う質 問 が あ る 。父 が回 答 する こ とも あ る

ので ， 母 の み回 答 であ ると 父 は排 除 され た感 じ を受 け る の で は

ないか。  

 （事務局）質問文は，１０年前に実施した調査票と同じものであ

る。 質 問 自 体を 変 える こと は 前回 と 比較 する た め難 し く， 他 に

質問を追加する等検討したい 。  

 （ 菊 池 委 員 ） 父 母 ど ち ら が 回 答 し た か は ， 「 問 ２  お 子 さ ん と の

関係 」の 回 答 で わ かる ため ， 質問 文 を 父 母両 方 が回 答 でき る よ

うに変えても 集計で分ければ比較できるのではないか 。  

 （事務局）質問文については， 検討する。  

 （菊池委員）調査は今年度実施して最終評価するということでよ

いか。来年度も調査するのか。  

 （事務局）今年度調査を実施し最終評価を行うため， 来年度は実

施しない。  

 （菊池委員）１０年前 に調査対象であった １歳６か月 児と３歳児

が小 ５ と 中 ２に な る。 過去 を 振り 返 って の 子 育 ての 満 足度 が と

れる ので は ない か 。学 校 で 行 う調 査 等が あれ ば ， 一 緒 に配 付 し

てもらう等できるとよいのではないか。  

 （事務局）そういった視点があるということをご教示いただいた

ため，何らかの形で 反映させていきたい。  

 （北川委員）令和元年 度実施した時は 郵送で調査ということだが，

今回も郵送で実施 するのか。  

 （事務局）可能な限り，前回調査と同様にと考えており， 郵送を

予定している 。  

 （北川委員）前回調査でも ６割位 しか返ってきていないため，２

次元 コー ド など を 利用 して も よい の では ない か 。 ま た ， 昔 子 育

てを して いた こ と があ るが ，今 は 父 が子 育て に参 加 し てい たり ，

子ど もを 預 ける 場 所や 母子 で 宿泊 で きる サー ビ スが あ るこ と を

知り，素晴らしいと思った。私の時に も欲しかったと思う。  

 （ 事 務 局 ） ア ン ケ ー ト の 回 収 率 は 大 き な 課 題 だ と 考 え て い る 。

色々 な方 法 が あ る 中で ， そ れ ぞれ の 長所 ・短 所 を踏 ま えて 検 討

していきたい。  

 （吉田委員）アンケートについて，兄弟がいる家庭 には複数届く
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こと もあ るの か 。 ボリ ュー ムが 多 い ので 負担 が大 き い か と 思う 。  

 （事務局）健診対象の月齢にあたっている方が対象となるため ，

複数届く可能性はある。  

 （吉田委員）資料６の指標３３に 歯肉に炎症のある児の割合 があ

るが ，コ ロ ナ禍 以 降， 歯科 衛 生士 の 指導 が 中 断 され ， 学校 に よ

り啓 発活 動 が 復 活 して いな い 。 行 政 ，歯 科医 師 会， 教 育委 員 会

も絡 んで くる と 思 うが ， 啓 発活 動 が でき ると いい と 思 って いる 。  

 （南波委員）事故 防止に関する質問が少ない ように感じる 。高層

マン ショ ン が増 え てい るた め 転落 防 止 し てい る か ， チ ャイ ル ド

シー ト を 利用 し て いる か な ど質 問 に 加え ても 良い の で はな いか 。  

 （事務局）事故防止の観点は，とても大切であると認識している。  

  健診の問診票にも 事故防止の設問があり総合的に検討していき

たい。  

 （佐藤委員）調査票 が完成したら事務局一任か。 配付 前に委員に

みてもらうか。  

 （事務局）調査票が 完成したら， 配付前に委員の皆様に お示しし，

その内容で実施する 予定。  

 

 (5) その他  

  ア  令和６年度第２回母子保健部会の日程について （事務局）  

   ・令和７年２月５日（水）午後予定。  

 

７  傍聴者  

  ０人  


